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○上越教育大学学校教育学部履修規程

（平成16年４月１日規程第70号）

最終改正 令和５年３月23日規程第12号

（趣旨）

第１条 この規程は，上越教育大学学則（平成16年学則第１号。以下「学則」という。）

第37条の規定に基づき，学校教育学部（以下「学部」という。）における専修の目的，

開設する授業科目及びその履修方法等について必要な事項を定める。

（専修の目的）

第２条 学部の専修において学生に修得させるべき能力等の教育目標は，次の表に掲げる

とおりとする。

専 修 名 目 的

学 校 教 育 専 修 臨床的視点及び教科教育の多様な視点から学校教育に関す

る専門の学芸を教授研究し，広く豊かな知識を授けるととも

に，教育実践の場における優れた指導能力を備えた初等教育

教員を養成することを目的とする。

（コース・領域）

第３条 学生は，初等教育全般にわたる総合的な理解を深め，初等教育教員として必要な

資質能力を培うとともに，特定の分野についての専門性を深めるため，２年次から次の

表に掲げるコース・領域のいずれかに所属し履修するものとする。

専 修 名 コ ー ス 名 領 域 名

学校教育実践コース 教科教育実践領域

学級経営実践領域

先端教科・領域学習コース 小学校英語領域

プログラミング教育

領域

学 校 教 育 専 修 教科横断領域

学習支援領域

現代教育課題コース 学習臨床・授業研究

領域

発達と教育連携領域

道徳・生徒指導領域

幼年教育コース 幼年教育領域

心理臨床コース 臨床心理領域

教科内容構成コース 国語領域

英語領域

社会領域

数学領域

理科領域
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音楽領域

美術領域

保健体育領域

技術領域

家庭領域

２ 各コースを履修する入学年次ごとの標準の学生数は，次の表に掲げるとおりとする。

専 修 名 コ ー ス 名 コースの学生数

学校教育実践コース 約20人

先端教科・領域学習コース 約10人

学 校 教 育 専 修
現代教育課題コース 約25人

幼年教育コース 約 9人

心理臨床コース 約 6人

教科内容構成コース 約90人

３ 学長は，学生の適性，希望その他の条件等を考慮の上，当該学生に係る前２項に定め

るコース・領域を決定する。

（進級）

第４条 学生の進級は，次の各号に掲げる基準によるものとする。

(1) ２年次に進級できる学生は，１年次終了時において必修科目20単位以上（別表に規

定する授業科目「人間教育学セミナー（教職の意義）」を含む。）を修得した者とす

る。

(2) ４年次に進級できる学生は，３年次終了時において卒業要件単位のうち90単位以上

（別表に規定する授業科目「教育実地研究Ⅲ（初等教育実習）」を含む。）を修得し

た者とする。

２ 前項の進級の判定は，各学年末に行うものとする。

３ 病気その他やむを得ない理由により第１項第２号の「教育実地研究Ⅲ（初等教育実

習）」を修得することができなかった者については，教育上支障のない場合に限り，教

務委員会で審議の上，特別に進級を認めることができる。

（教員免許状の取得）

第５条 卒業に必要な単位を修得することによって取得することができる教員の免許状の

種類は，次の表に掲げるとおりとする。

専修名 コ ー ス 名 教 員 の 免 許 状 の 種 類

学校教育実践コース

先端教科・領域学習
小学校教諭一種免許状

学校教育 コース

専修 現代教育課題コース

幼年教育コース 幼稚園教諭一種免許状及び小学校教諭一種免許状

心理臨床コース
小学校教諭一種免許状

教科内容構成コース

２ 卒業に必要な単位のほか教育職員免許法（昭和24年法律第147号）及び教育職員免許

法施行規則（昭和29年文部省令第26号）の定めるところに従い，所要の単位を修得する
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ことによって取得することができる教員の免許状の種類は，次の表に掲げるとおりとす

る。

専修名 コ ー ス 名 教 員 の 免 許 状 の 種 類

学校教育実践コース
幼稚園教諭一種免許状

中学校教諭一種免許状（国語，社会，数学，理科，

先端教科・領域学習
音楽，美術，保健体育，保健，技術，家庭，

コース
英語）

高等学校教諭一種免許状（国語，地理歴史，公民，

現代教育課題コース
数学，理科，音楽，美術，工芸，保健体育，

保健，家庭，情報，英語）

中学校教諭一種免許状（国語，社会，数学，理科，

音楽，美術，保健体育，保健，技術，家庭，

学校教育
幼年教育コース

英語）

専修 高等学校教諭一種免許状（国語，地理歴史，公民，

数学，理科，音楽，美術，工芸，保健体育，

保健，家庭，情報，英語）

幼稚園教諭一種免許状

心理臨床コース
中学校教諭一種免許状（国語，社会，数学，理科，

音楽，美術，保健体育，保健，技術，家庭，

英語）

高等学校教諭一種免許状（国語，地理歴史，公民，
教科内容構成コース

数学，理科，音楽，美術，工芸，保健体育，

保健，家庭，情報，英語）

３ 前２項の表に掲げる免許状のうち，小学校又は中学校の教員の普通免許状を取得しよ

うとする者は，小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例

等に関する法律（平成９年法律第90号）及び小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与

に係る教育職員免許法の特例等に関する法律施行規則（平成９年文部省令第40号）に定

める介護等の体験を行わなければならない。

（保育士の資格）

第６条 学生は，卒業に必要な単位のほか児童福祉法施行規則（昭和23年厚生省令第11号）

の定めるところに従い，所要の単位を修得することによって保育士の資格を取得するこ

とができる。

２ 保育士の資格を取得できる学生数は，１学年20人とする。

（授業科目の区分）

第７条 授業科目の区分・内容は，次の表に掲げるとおりとする。

授業科目の区分 内 容

人間教育学関連 教員の原点である人間理解を，体験と観察・参加を通じて実

科目 践的に深めることを目的とする科目群である。

相互コミュニケ 初等教員として求められている教育的情報処理能力と表現能

ーション科目 力を育成するための科目群である。
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ブ リ ッ ジ 科 目
十分な基礎学力を補習するとともに初等の教科専門性を培

い，さらに専門科目への橋渡しをするための科目群である。

教育実 践科目
各教科の指導法，ガイダンス及び教育実習によって教育実践

力を養成することを目的とする科目群である。

特色教 育科目
本学が取り組んでいる特色ある教育を広く紹介し，未来の学

校教育に対する確かな展望の形成を目指す科目である。

教職実 践演習 教員として必要な知識技能を修得したことを確認するための

科目 科目である。

コース・領域ごとに専門科目及び専門セミナーから構成さ

専 門 科 目 れ，総合的かつ専門的な問題解決能力の形成を目指すための科

目群である。

卒 業 研 究
コース・領域の専門科目に関する修業を集約発展させて，そ

の成果をまとめあげるための科目である。

（単位の計算方法）

第７条の２ 授業科目の単位の計算方法は，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とす

る内容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，その授業による教育効果，

授業時間外に必要な学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。

(1) 講義及び演習については，15時間の授業をもって１単位とする。

(2) 実験，実習及び実技については，30時間の授業をもって１単位とする。

(3) 一の授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち，二つ以上の方法

の併用により行う場合については，その組み合わせに応じ，前２号に規定する基準を

考慮して１単位とする。

２ 前項の規定にかかわらず，卒業研究の授業科目については，これに必要な学修等を考

慮して単位数を定める。

（卒業要件と履修単位の区分）

第８条 卒業要件を満たすためには，学則第27条に規定する修業年限在学し，次の表に掲

げる授業科目の区分ごとの単位に基づき133単位（幼年教育コースにあっては136単位）

以上を修得しなければならない。

卒 業 要 件 単 位

区 分 右記以外 幼年教育

のコース コース

人間教育学セミ 教職の意義等に関
２

ナー する科目

体験学習 ２

人間教育学関連
スポーツ実践 ２

科目
実践的人間理解 観察・参加実習 １

科目 異文化理解 ８

憲法と教育 ２

基礎的人間形成 教育の基礎理論 12 14

科目 指導法の基礎理論 ８ 18
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相互コミュニケー 情報 ５

ション科目 表現 ２

ブ リ ッ ジ 科 目 教科に関する専門的事項 20

各教科の指導法 20

教 育 実 践 科 目 ガイダンス ４ ６

教育実習 ７

特 色 教 育 科 目 ４

教職実践演習科目 ２

専 門 科 目
専門科目 20 ９

専門セミナー ８

卒 業 研 究 ４

合 計 133 136

（授業科目名，標準履修年次，単位数，必修・選択等の区分等）

第９条 授業科目の区分に属する授業科目名及びその標準履修年次，単位数，必修・選択

等については，別表に掲げるとおりとする。

２ 標準履修年次については，原則として上位学年の科目を履修することができない。た

だし，下位学年の科目については，自由に履修することができる。

（履修登録）

第１０条 学生は，当該年度内に履修しようとする授業科目について，別に定めるところ

に従い履修登録を行わなければならない。

（履修登録の上限）

第１１条 学生が，年度毎に履修登録を行うことができる単位数は，入学年度においては

48単位，次年度以降の各学年においては第17条に定める履修登録しようとする年度の直

前の年度のＧＰＡに基づき次の表に掲げる単位数を上限とする。ただし，当該ＧＰＡが

3.0以上の学生にあっては，申請に基づき８単位を超えない範囲で，履修登録単位数の

超過を認めることがある。

直前の年度のＧＰＡ

学年 1.5未満 1.5以上2.0未満 2.0以上2.5未満 2.5以上

１ 48 48 48 48

２ 48 52 56 58

３ 48 52 56 58

４ 40 40 40 42

２ 前項に規定する単位数には，次の表に掲げる授業科目の単位数は含まないものとする。

授 業 科 目

体験学習

ボランティア体験

学校ボランティアＡ（学校支援体験）

学校ボランティアＢ（学校支援体験）

観察・参加実習の区分に属する授業科目

教育実習の区分に属する授業科目
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幼稚園専修教育実習

保育実習指導Ⅰ

保育実習Ｉ

保育実習指導Ⅱ

保育実習Ⅱ

保育実習指導Ⅲ

保育実習Ⅲ

保育実習指導Ⅳ

保育実習Ⅳ

卒業研究

履修方法が「自由」となっている授業科目

集中講義で行う授業科目（一部を集中講義として行う授業科目を除く。）

３ 休学や病気欠席等のやむを得ない事由により，当該年度の直前の年度のすべての授業

科目を履修できなかった学生が履修登録を行うことができる単位数は，第１項の表の

2.0以上2.5未満の欄に定める単位を上限とする。

第１２条 削除

第１３条 削除

第１４条 削除

（成績の評価）

第１５条 授業科目の成績は，Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ及びＤの５種の評語をもって表し，当該評

語に係る評価の基準点及び結果は，次の表に掲げるとおりとする。

評語 評価の基準点 評価の結果

Ｓ 100点 ～ 90点 合 格（シラバスに記載された到達目標等を上回

る水準に達している。）

Ａ 89点 ～ 80点 合 格（シラバスに記載された到達目標等を十分

に達成している。）

Ｂ 79点 ～ 70点 合 格（シラバスに記載された到達目標等を概ね

達成している。）

Ｃ 69点 ～ 60点 合 格（シラバスに記載された到達目標等の最低

限度の水準に達している。）

Ｄ 59点 以下 不合格とし，単位を与えない。（シラバスに記載

された到達目標等に達していない。）

２ 次条第３項に規定する成績の評価方法等で示した要件を満たさない場合は，当該授業

科目について評価対象外とする。

３ 学生は，一度合格と判定された授業科目については，取り消すこと又は再履修するこ

とができない。

（成績の評価方法等）

第１６条 成績の評価は，各授業科目の教育目標に対する学生の到達度を見るため，講義，

演習，実験，実習及び実技等の授業形態に応じた適切な評価方法及び評価基準に基づき

行うものとする。
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２ 成績の評価は，学期の途中においても適宜行うものとし，その結果を学生に明示する

ことにより，教育目標への到達度を高められるよう配慮しなければならない。

３ 成績の評価方法は，試験，課題レポート，発表，討論，提出作品，授業への参加態度，

予習・復習等の自主的学修態度その他多様な要素を可能な限り組み合わせて行うものと

する。

４ クラス又はグループ指定等を行う同一の授業科目については，当該科目の評価方法及

び評価基準を統一しなければならない。

５ 出席時数が単位修得に必要な授業時数の３分の２に達しない者は，原則として成績の

評価を受ける資格を失うものとする。

（追試験）

第１６条の２ 病気その他やむを得ない理由により試験を受けることができなかった者

は，授業担当教員への願い出によって追試験を受けることができる。

２ 前項の病気その他やむを得ない理由とは，次の各号に掲げるものをいう。

(1) 負傷又は疾病

(2) 進学，就職試験等進路に関わるもの

(3) 父母，兄弟姉妹及び祖父母に関わる忌引き

(4) その他前３号と同等と認められる事由

（成績の再評価）

第１６条の３ 第８条に規定する卒業要件又は取得を希望する幼稚園教諭免許状，中学校

教諭免許状及び高等学校教諭免許状に係る所要資格を，４単位以内の修得単位数不足の

ため満たすことができない者は，願い出によって成績の再評価を受けることができる。

２ 前項に規定する修得不足単位数は，卒業年次に評価を受けて不合格となった授業科目

の単位に限るものとする。

３ 再評価により合格となったときの成績は，Ｃとする。

４ 成績の再評価の実施に関し必要な事項は，別に定める。

（学修成果の評価及び開示）

第１７条 履修し成績が付与された各授業科目の成績に対して，次の表に掲げるグレード

・ポイント（以下「ＧＰ」という。）を与え，これに基づき１単位当たりの成績の平均

値（以下「ＧＰＡ」という。）を算出する。

成 績 ＧＰ

Ｓ（90点～100点） ４

Ａ（80点～89点） ３

Ｂ（70点～79点） ２

Ｃ（60点～69点） １

Ｄ（59点以下） ０

２ ＧＰＡは，次の算式により算出し，小数点第３位を四捨五入する。

ＧＰＡ＝
（当該年度において成績が付与された各授業科目等の単位数×ＧＰ）の和

当該年度において成績が付与された各授業科目等の単位数の和

３ 前項の規定にかかわらず，次の表に掲げる授業科目については，ＧＰＡ算出対象授業

科目から除くものとする。
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授 業 科 目

人間教育学セミナー（教職の意義）

体験学習

ボランティア体験

学校ボランティアＡ（学校支援体験）

学校ボランティアＢ（学校支援体験）

観察・参加実習の区分に属する授業科目

教育実習の区分に属する授業科目

幼稚園専修教育実習

保育実習指導Ⅰ

保育実習Ⅰ

保育実習指導Ⅱ

保育実習Ⅱ

保育実習指導Ⅲ

保育実習Ⅲ

保育実習指導Ⅳ

保育実習Ⅳ

専門セミナーの区分に属する授業科目

卒業研究

履修方法が「自由」となっている授業科目

４ 学生から修学・進学等を目的としてＧＰＡ情報開示の申し出があった場合は，学習意

欲向上に資するため，当該学生のＧＰＡ値及び学年等の全体分布値を開示するものとす

る。

（不正行為）

第１８条 試験の際に学生が不正行為を行った場合は，当該授業科目の受験は無効とし，

その状況によっては当該学期の授業科目の受験全部を無効とすることがある。

（修学指導）

第１９条 上越教育大学学校教育学部クラス制度及び学生組織要項（平成16年４月１日学

長裁定）第４項の規定に基づき指名されたクラス担当教員は，学生に関する成績情報及

び履修状況等を確認し恒常的に指導・助言を行うとともに，関係教職員と連携を図り，

適切な修学指導を行うものとする。

２ クラス担当教員が行う主な修学指導は，次の各号に掲げるとおりとする。

(1) 年度当初の履修登録に際しての指導・助言（特に，未登録による不利益の防止及び

期限内登録の徹底）

(2) 履修登録の削除又は追加を行うに際しての指導・助言

(3) 病気欠席等やむを得ない事由に対する履修上の指導・助言

(4) 授業料等の納付に係る指導・助言

(5) 学生の休学，復学，転学，留学，退学及び転コース・領域の願い出に対する適切な

指導・助言
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３ クラス担当教員が交代するときは，修学指導状況の引継ぎを行わなければならない。

（オフィス・アワーの実施）

第２０条 授業担当教員は，修学上の問題解決に役立てるため，あらかじめ各研究室等に

おいて学生からの履修相談や授業に関する質問等に応ずる時間帯（以下「オフィス・ア

ワー」という。）を設定し，シラバス及び履修の手引等に公開することにより学生に的

確に周知しなければならない。

２ オフィス・アワーの実施方法は，次の各号に掲げるとおりとする。

(1) 授業担当教員は，毎週一定日において１時間以上のオフィス・アワーを設定するこ

と。ただし，やむを得ない事情がある場合は，この限りでない。

(2) オフィス･アワーの利用は，授業担当教員に対し学生からの事前連絡を要件とする

ものではないこと。ただし，オフィス・アワーの利用を希望する学生は，その時間の

有効活用のため，授業担当教員に対し事前に相談等の内容を連絡するよう努めるもの

とする。

(3) 非常勤講師等で研究室を有しない場合は，電子メール等により相談に対応すること。

(4) 授業担当教員は，オフィス・アワーの実施状況及び実施方法を自ら点検し，必要に

応じて改善に努めること。

（成績の通知）

第２１条 学生の成績は，父母等又は保証人に通知するものとする。

２ 成績の通知の時期は，各年度末とし，当該年度までに履修した授業科目の成績を掲載

するものとする。ただし，次年度の在籍予定者に限るものとする。

（細則）

第２２条 この規程に定めるもののほか，この規程の実施に必要な事項は，学長が定める。

附 則

１ この規程は，平成16年４月１日から施行する。

２ この規程の施行日の前日において，上越教育大学の学生として在学中の者は，この規

程の施行後の上越教育大学学校教育学部履修規程（以下「施行後の履修規程」という。）

第８条別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，施行後の履修規程同条

別表に規定する授業科目については，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，卒業要件128単位に算入しない。

附 則（平成17年規程第21号（平成17年３月31日））

１ この規程は，平成17年４月１日から施行する。

２ 平成16年度以前に入学した学生については，この規程による改正後の上越教育大学学

校教育学部履修規程（以下「改正後の履修規程」という。）別表の規定にかかわらず，

なお従前の例による。ただし，改正後の履修規程別表に規定する「総合インターンシッ

プ」，「地域環境研究」，「地域環境学」，「現代社会論」及び「栽培法」については，履

修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，卒業要件128単位に算入しない。

附 則（平成18年規程第７号（平成18年３月10日））

１ この規程は，平成18年４月１日から施行する。

２ 平成17年度以前に入学した学生については，この規程による改正後の上越教育大学学
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校教育学部履修規程（以下「改正後の履修規程」という。）第４条第２項及び別表の規

定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の履修規程別表に規定する授業

科目については，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，卒業要件128単位に算入しない。

附 則（平成19年規程第15号（平成19年３月22日））

１ この規程は，平成19年４月１日から施行する。

２ 平成18年度以前に学校教育学部に入学した学生については，この規程による改正後の

上越教育大学学校教育学部履修規程（以下「改正後の履修規程」という。）第３条，第

14条及び別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の履修規程別

表に規定する授業科目については，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，卒業要件128単位に算入しない。

附 則（平成20年規程第９号（平成20年３月21日））

１ この規程は，平成20年４月１日から施行する。

２ 平成19年度以前に学校教育学部に入学した学生については，この規程による改正後の

上越教育大学学校教育学部履修規程（以下「改正後の履修規程」という。）第２条，第

３条，第５条，第８条及び別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，改

正後の履修規程別表に規定する授業科目については，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，卒業要件128単位に算入しない。

附 則（平成21年規程第３号（平成21年３月２日））

１ この規程は，平成21年４月１日から施行する。

２ 平成20年度以前に学校教育学部に入学した学生については，この規程による改正後の

上越教育大学学校教育学部履修規程（以下「改正後の履修規程」という。）第８条及び

別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の履修規程別表に規定

する授業科目については，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，卒業要件128単位に算入しない。

附 則（平成22年規程第11号（平成22年３月３日））

１ この規程は，平成22年４月１日から施行する。

２ 平成21年度以前に学校教育学部に入学した学生については，この規程による改正後の

上越教育大学学校教育学部履修規程（以下「改正後の履修規程」という。）第４条第１

項，第７条，第８条及び別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，改正

後の履修規程別表に規定する授業科目については，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，卒業要件128単位に算入しない。

附 則（平成23年規程第13号（平成23年３月22日））

１ この規程は，平成23年４月１日から施行する。

２ 平成22年度以前に学校教育学部に入学した学生については，この規程による改正後の

上越教育大学学校教育学部履修規程（以下「改正後の履修規程」という。）第10条第２

項，第14条第２項及び別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，改正後

の履修規程別表に規定する授業科目については，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，平成21年度以前に入学した学生の卒業要

件128単位又は平成22年度に入学した学生の卒業要件130単位に算入しない。
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附 則（平成24年規程第15号（平成24年３月30日））

１ この規程は，平成24年４月１日から施行する。

２ 平成23年度以前に学校教育学部に入学した学生については，この規程による改正後の

上越教育大学学校教育学部履修規程（以下「改正後の履修規程」という。）の規定にか

かわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の履修規程別表に規定する授業科目に

ついては，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，卒業要件単位に算入しない。

附 則（平成25年規程第18号（平成25年３月22日））

１ この規程は，平成25年４月１日から施行する。

２ 平成24年度以前に学校教育学部に入学した学生については，この規程による改正後の

上越教育大学学校教育学部履修規程（以下「改正後の履修規程」という。）の規定にか

かわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の履修規程別表に規定する授業科目に

ついては，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，卒業要件単位に算入しない。

附 則（平成26年規程第18号（平成26年３月28日））

１ この規程は，平成26年４月１日から施行する。

２ 平成25年度以前に学校教育学部に入学した学生については，この規程による改正後の

上越教育大学学校教育学部履修規程（以下「改正後の履修規程」という。）の規定にか

かわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の履修規程別表に規定する授業科目に

ついては，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，卒業要件単位に算入しない。

附 則（平成27年規程第36号（平成27年３月26日））

１ この規程は，平成27年４月１日から施行する。

２ 平成26年度以前に学校教育学部に入学した学生については，この規程による改正後の

上越教育大学学校教育学部履修規程（以下「改正後の履修規程」という。）の規定にか

かわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の履修規程別表に規定する授業科目に

ついては，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，卒業要件単位に算入しない。

附 則（平成27年規程第50号（平成27年12月24日））

１ この規程は，平成28年４月１日から施行する。

２ 平成27年度以前に学校教育学部に入学した学生については，この規程による改正後の

上越教育大学学校教育学部履修規程（以下「改正後の履修規程」という。）の規定にか

かわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の履修規程別表に規定する授業科目に

ついては，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，卒業要件単位に算入しない。

附 則（平成28年規程第22号（平成28年７月20日））

この規程は，平成28年７月20日から施行する。

附 則（平成30年規程第９号（平成30年３月23日））

１ この規程は，平成30年４月１日から施行する。

２ 平成29年度以前に学校教育学部に入学した学生については，この規程による改正後の
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上越教育大学学校教育学部履修規程（以下「改正後の履修規程」という。）の規定にか

かわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の履修規程別表に規定する授業科目に

ついては，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，卒業要件単位に算入しない。

附 則（平成31年規程第13号（平成31年３月22日））

１ この規程は，平成31年４月１日から施行する。

２ 平成30年度以前に学校教育学部に入学した学生については，この規程による改正後の

上越教育大学学校教育学部履修規程（以下「改正後の履修規程」という。）の規定にか

かわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の履修規程別表に規定する授業科目に

ついては，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，卒業要件単位に算入しない。

附 則（令和元年規程第51号（令和元年８月29日））

１ この規程は，令和元年８月29日から施行し，この規程による改正後の上越教育大学学

校教育学部履修規程（以下「改正後の履修規程」という。）の規定は，平成31年４月１

日から適用する。

２ 平成30年度以前に学校教育学部に入学した学生については，改正後の履修規程の規定

にかかわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の履修規程別表に規定する授業科

目については，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，卒業要件単位に算入しない。

附 則（令和３年規程第10号（令和３年３月15日））

１ この規程は，令和３年４月１日から施行する。

２ 令和２年度以前に学校教育学部に入学した学生については，この規程による改正後の

上越教育大学学校教育学部履修規程（以下「改正後の履修規程」という。）の規定にか

かわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の履修規程別表に規定する授業科目に

ついては，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，卒業要件単位に算入しない。

附 則（令和４年規程第17号（令和４年３月22日））

１ この規程は，令和４年４月１日から施行する。

２ 令和３年度以前に学校教育学部に入学した学生については，この規程による改正後の

上越教育大学学校教育学部履修規程（以下「改正後の履修規程」という。）の規定にか

かわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の履修規程別表に規定する授業科目に

ついては，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，卒業要件単位に算入しない。

附 則（令和５年規程第12号（令和５年３月23日））

１ この規程は，令和５年４月１日から施行する。

２ 令和４年度以前に学校教育学部に入学した学生については，この規程による改正後の

上越教育大学学校教育学部履修規程（以下「改正後の履修規程」という。）第８条及び

別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の履修規程別表に規定

する授業科目については，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，卒業要件単位に算入しない。
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別表（第４条，第９条関係）

対象とす 単位数及び授業方法等 標準
区 分 るコース 授 業 科 目 履修 摘 要

必 修 選 択 自由 年次

人 人 教職の意 全コース 人間教育学セミナー（教職の意義） Ｓ２ １
間 間 義等に関
教 教 する科目
育 育
学 学
関 セ
連 ミ
科 ナ
目

ー

実 体験学習 体験学習 Ｐ１ １
践 ボランティア体験 L0.5･P0.5 １
的 学校ボランティアＡ（学校支援体験） L0.5･P0.5 ２
人 学校ボランティアＢ（学校支援体験） L0.5･P0.5 ３
間
理 スポーツ 教養スポーツ Ｐ１ １
解 実践 ウォータースポーツ Ｐ１ １
科 スノースポーツ Ｐ１ １
目 ボールゲーム Ｐ１ １

トレーニング・ストレッチ （１） Ｐ１ １
剣道 Ｐ１ １
ウォーキング Ｐ１ １
ネイチャー・アクティビティ Ｐ１ １

観察・参 教育実地研究Ⅰ（観察・参加） L0.5･P0.5 １
加実習

異文化理 コミュニケーション英語ＡⅠ Ｐ１ １ ８単位以
解 コミュニケーション英語ＡⅡ Ｐ１ １ 上を修得す

コミュニケーション英語ＢⅠ Ｐ１ １ ること。
コミュニケーション英語ＢⅡ Ｐ１ １ ただし，
コミュニケーション英語ＣⅠ Ｐ１ ２ ●７科目の
コミュニケーション英語ＣⅡ Ｐ１ ２ うち１科目
ドイツ語・ドイツ教育事情 ●L1・S1 １ ２単位を修
中国語・中国事情 ●Ｓ２ １ 得 す る こ
ロシア語コミュニケーション ●Ｓ２ １ と。
国際理解教育入門 ●Ｓ２ １
フランス教育文化事情 ●Ｓ２ １
スラブ文化事情 ●L1・S1 １
国際交流セミナー ●Ｓ２ ２
日本語・日本事情 Ｓ２ １
多文化コミュニケーション Ｓ２ １
海外教育研究Ａ Ｐ２ １
海外教育研究Ｂ Ｐ２ １
海外教育研究Ｃ Ｐ２ １
海外教育研究Ｄ Ｐ２ １

憲法と教 日本国憲法 Ｌ２ １
育
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対象とす 単位数及び授業方法等 標準
区 分 るコース 授 業 科 目 履修 摘 要

必 修 選 択 自由 年次

人 基 教育の基 全コース ＜教育の理念並びに教育に関する歴 12単位以
間 礎 礎理論 史及び思想＞ 上を修得す
教 的 教育本質論 Ｌ２ ２ ること。
育 人 比較教育学 （２） Ｌ２ ２ なお，幼
学 間 学校・教師の歴史と文化 Ｌ２ ２ 年教育コー
関 形 教育の哲学と思想 Ｌ２ ２ スの学生は
連 成 ＜幼児，児童及び生徒の心身の発達 □１科目２
科 科 及び学習の過程＞ 単位を修得
目 目 教育心理学概論（教育・学校心理学）

（２）
Ｌ２ ２ すること。

発達心理学 Ｌ２ ２
学習心理学（学習・言語心理学） Ｌ２ ３
発達支援の心理学 L1･S1 ３
健康・安全・食の教育入門 L1･S1 １
＜教育に関する社会的，制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携及
び学校安全への対応を含む。）＞
教育と法規 Ｌ２ ２
学校組織論

（２）
Ｌ２ ２

教育社会学 Ｌ２ ２
現代社会と学校 Ｌ２ ２
人権・同和教育 Ｌ２ ２
生涯学習概論Ａ Ｌ２ ２
生涯学習概論Ｂ Ｌ２ ２
＜特別の支援を必要とする幼児，児
童及び生徒に対する理解＞
特別支援教育概論 Ｌ２ ２
＜教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含
む。）＞
教育課程論（カリキュラム・マネジ Ｌ２ １
メントを含む。） （２）
教育課程実践論 Ｌ２ １
幼児の教育課程論 □Ｌ２ ２

指導法の ＜道徳の理論及び指導法＞ ８単位以
基礎理論 道徳教育論 Ｌ２ ２ 上を修得す

＜総合的な学習の時間の指導法＞ ること。
総合的な学習の時間の指導法 Ｌ２ ２ なお，幼
＜特別活動の指導法＞ 年教育コー
特別活動論 L1･S1 ２ スの学生は
＜教育の方法及び技術（情報通信技 ▲５科目10
術を活用した教育の理論及び方法を 単位を修得
含む。）＞ すること。
教育方法学と情報通信技術の活用

（２）
Ｌ２ ２

教育工学と情報通信技術の活用 Ｌ２ ３
＜教育の方法及び技術＞
教育評価の方法と技術（心理的アセ Ｌ２ ２
スメント）
＜保育内容の指導法（情報機器及び
教材の活用を含む。）＞ ▲Ｓ２ ２
保育・表現の指導法 ▲Ｓ２ ２
保育・言葉の指導法 ▲Ｓ２ ２
保育・健康の指導法 ▲Ｓ２ ２
保育・人間関係の指導法 ▲Ｓ２ ２
保育・環境の指導法
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対象とす 単位数及び授業方法等 標準
区 分 るコース 授 業 科 目 履修 摘 要

必 修 選 択 自由 年次

相互 情報 全コース 教育情報演習 Ｓ２ １
コミ 教育情報科学概論 Ｌ２ １
ュニ プログラミング教育基礎演習 Ｓ１ １
ケー プログラミング教育応用演習 Ｓ２ ２
ショ プログラミング教育実践演習 Ｓ２ ４
ン科
目 表現 表現・人間学基礎論 Ｌ１ １

表現・相互行為教育演習 Ｓ１ １

ブ 教科に関する 国語（書写を含む。） L1・S1 １
リ 専門的事項 社会 Ｌ２ １
ッ 算数 Ｌ２ １
ジ 理科 Ｌ２ １
科 総合・生活 Ｌ２ １
目 音楽 S1・P1 １

図画工作 Ｓ２ １
体育 L1・P1 １
家庭 Ｌ２ １
英語 Ｌ２ １

教 各教科の指導 初等国語科指導法 L1・S1 ３
育 法 初等社会科指導法 L1・S1 ３
実 算数科指導法 L1・S1 ３
践 初等理科指導法 L1・S1 ３
科 生活科指導法 L1・S1 ３
目 初等音楽科指導法 Ｓ２ ３

図画工作科指導法 Ｓ２ ３
初等体育科指導法 Ｓ２ ３
初等家庭科指導法 L1・S1 ３
小学校英語指導法 L1・S1 ３

ガイダンス ＜生徒指導の理論及び方法＞ ４単位を
生徒指導論 Ｌ１ ２ 修得するこ
＜教育相談（カウンセリングに関す と。
る基礎的な知識を含む。）の理論及 なお，幼
び方法＞ 年教育コー
教育相談・カウンセリング論 Ｌ２ ３ スの学生は
＜進路指導及びキャリア教育の理論 ■１科目２
及び方法＞ Ｌ１ ２ 単位を修得
キャリア教育論 すること。
＜幼児理解の理論及び方法＞
幼児理解の理論と方法 ■Ｌ２ ３

教育実習 教育実地研究Ⅱ（授業基礎研究） S1・P1 ２
教育実地研究Ⅲ（初等教育実習） L1・P4 ３
教育実地研究Ⅳ（中等教育実習） L1・P4 ４
総合インターンシップ Ｐ２ ４

特色教育科目 ICTを活用した通級による指導（自 Ｓ２ １
立活動）の授業デザイン
ＩＣＴ活用実践演習 Ｓ２ ３

教職実践演習科目 教職実践演習（幼・小・中・高） Ｓ２ ４

専 専門科目 学校教育 学校教育実践概論 Ｌ２ ２ 20単位以
門 実践コー 理科観察・実験デザイン論 L1・S1 ２ 上を修得す
科 ス 『学び合い』の人間関係論 L1・S1 ２ ること。
目 国語力・リテラシーのための学習デ Ｓ２ ２

ザイン
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対象とす 単位数及び授業方法等 標準
区 分 るコース 授 業 科 目 履修 摘 要

必 修 選 択 自由 年次

専 専門科目 学校教育 生活科単元開発論 L1・S1 ２
門 実践コー 算数・数学の教材開発と授業構想 L1・S1 ２
科 ス ＩＣＴを活用した授業デザイン論 L1・S1 ３
目 実践学級経営論 L1・S1 ３

総合的な学習の基礎 L1・S1 ２
ロール・プレイングの基礎演習 Ｓ２ ３
授業における学級づくり論 L1・S1 ２
教育実践基礎論 Ｓ２ ２
社会科学習設計論 L1・S1 ２
社会科授業におけるワークシートづ L1・S1 ２
くり論
特別支援教育基礎論 L1・S1 ２
学級経営基礎論 L1・S1 ２
実践セミナー「学校教育実践」 Ｓ２ ３

先端教科 学習活動に困難のある子どもの教材 L1・S1 ２ 20単位以
・領域学 づくり 上を修得す
習コース 〈小学校英語〉 ること。

小学校英語の教材開発とプログラム L1・S1 ２
デザイン
小学校英語授業とファシリテーショ L1・S1 ４
ン技術
英語学演習 Ｓ２ ３
英語コミュニケーション演習（会話 Ｓ２ ２
の原理）
中等英語科指導法（教授法） L1・S1 ２
中等英語科指導法（授業論） L1・S1 ３
中等英語科指導法（学習論） L1・S1 ４
〈プログラミング教育〉
教科内容構成「総合的な学習の時間」 Ｌ２ ３
情報社会と情報倫理 Ｌ２ ２
コンピュータ・プログラミング入門 Ｓ２ ２
コンピュータアーキテクチャとメカ Ｓ２ ３
トロニクス制御
教育情報統計分析演習 Ｓ２ ２
情報システム論 Ｌ２ ３
情報システム演習 Ｓ２ ４
データベース演習 Ｓ２ ２
教育ネットワーク演習 Ｓ２ ２
ネットワークコミュニケーション論 Ｓ２ ２
マルチメディア教材制作演習 Ｓ２ ２
情報メディアとヒューマンインタフ Ｓ２ ３
ェース論
マルチメディア表現演習 Ｓ２ ４
情報と職業 Ｌ２ ３
〈教科横断〉
国語科教材読解の視点と方法 Ｌ２ ２
国語の授業論と実践開発 Ｌ２ ２
正統的周辺参加論からの学習論と実 Ｌ２ ３
践開発
身体運動の教育方法と技術 Ｌ２ ３
国語の教科内容と教材研究 Ｌ２ ２
〈学習支援〉
発達障害のある子どもの発達支援基 Ｓ２ ３
礎演習
言語障害のある子どもの発達支援基 Ｓ２ ３
礎演習
運動障害のある子どもの発達支援基 Ｓ２ ３
礎演習
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対象とす 単位数及び授業方法等 標準
区 分 るコース 授 業 科 目 履修 摘 要

必 修 選 択 自由 年次

専 専門科目 先端教科 視覚障害のある子どもの発達支援基 Ｓ２ ３
門 ・領域学 礎演習
科 習コース 聴覚障害のある子どもの発達支援基 Ｓ２ ３
目 礎演習

病弱の子どもの発達支援基礎演習 Ｓ２ ３
知的障害のある子どもの発達支援基 Ｓ２ ３
礎演習
神経・生理心理学（学習支援） Ｌ２ ４
障害者・障害児心理学（学習支援） Ｌ２ ３

現代教育 〈学習臨床・授業研究〉 専攻する
課題コー 教科内容構成「総合的な学習の時間」 Ｌ２ ３ 領域から20
ス 学習臨床入門 Ｌ２ ２ 単位以上を

学習臨床概論 Ｌ２ ２ 修得するこ
教育課程開発論 Ｌ２ ３ と。
授業研究法 Ｌ２ ３
学習場面臨床学 Ｌ２ ３
学習臨床支援基礎 L1・S1 ２
国語学習過程論 L1・S1 ３
言語行為と意味生成 L1・S1 ２
数学学習過程論 L1・S1 ３
数学教材開発論 L1・S1 ２
教育工学と情報通信技術の活用 Ｌ２ ３
計算機数学演習 Ｓ２ ３
情報社会と情報倫理 Ｌ２ ２
コンピュータ・プログラミング入門 Ｓ２ ２
コンピュータアーキテクチャとメカ Ｓ２ ３
トロニクス制御
教育情報統計分析演習 Ｓ２ ２
情報システム論 Ｌ２ ３
情報システム演習 Ｓ２ ４
データベース演習 Ｓ２ ２
教育ネットワーク演習 Ｓ２ ２
ネットワークコミュニケーション論 Ｓ２ ２
マルチメディア教材制作演習 Ｓ２ ２
情報メディアとヒューマンインタフ Ｓ２ ３
ェース論
マルチメディア表現演習 Ｓ２ ４
情報と職業 Ｌ２ ３
情報科指導法（授業・教材論） Ｓ２ ３
情報科指導法（学習・過程論） Ｓ２ ３
自然体験演習 Ｓ２ ２

〈発達と教育連携〉
教育学研究法 （２） Ｌ２ ２
心理学研究法 Ｌ２ ２
教育心理学概論（教育・学校心理学） Ｌ２ ２
教育社会学 Ｌ２ ２
教育本質論 Ｌ２ ２
教育の哲学と思想 Ｌ２ ２
生涯学習概論Ａ Ｌ２ ２
生涯学習概論Ｂ Ｌ２ ２
学校組織論 Ｌ２ ２
現代社会と学校 Ｌ２ ２
学校・教師の歴史と文化 Ｌ２ ２
教育と法規 Ｌ２ ２
比較教育学 Ｌ２ ２

対象とす 単位数及び授業方法等 標準
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区 分 るコース 授 業 科 目 履修 摘 要
必 修 選 択 自由 年次

専 専門科目 現代教育 年少者日本語教育 L1・S1 ２
門 課題コー 教師のライフコース L1・S1 ２
科 ス 心理学統計法 Ｌ２ ２
目 心理学実験 Ｐ２ ２

心理学演習 Ｓ２ ２
発達心理学 Ｌ２ ２
学習心理学（学習・言語心理学） Ｌ２ ３
認知心理学（知覚・認知心理学） Ｌ２ ２
学校社会心理学（社会・集団・家族 Ｌ２ ３
心理学）
臨床心理学概論 Ｌ２ ２
心理演習 Ｓ２ ２
教育評価の方法と技術（心理的アセ Ｌ２ ２
スメント）
発達と教育連携基礎演習 Ｓ２ ３

〈道徳・生徒指導〉
教科内容構成「道徳」 Ｌ２ ３
教育学研究法 Ｌ２ ２
教育社会学 Ｌ２ ２
生涯学習概論Ａ Ｌ２ ２
生涯学習概論Ｂ Ｌ２ ２
学校教育相談 Ｌ２ ２
学校教育相談基礎演習 Ｓ２ ３
キャリア教育基礎演習 Ｓ２ ２
特別活動基礎演習 Ｓ２ ３
現代社会と学校 Ｌ２ ２
教育と法規 Ｌ２ ２
学校・教師の歴史と文化 Ｌ２ ２
人間形成論 Ｌ２ ２
年少者日本語教育 L1・S1 ２
教師のライフコース L1・S1 ２

幼年教育 幼児と健康 Ｌ１ ２ ９単位以
コース 幼児と人間関係 Ｌ１ ２ 上を修得す

幼児と環境 Ｌ１ ２ ること。
幼児と言葉 Ｌ１ ２
幼児と表現 Ｌ１ ２
保育内容総論 Ｓ１ ２
子どもの教育・保育概論 Ｌ２ ２
子どもの保育・表現概論 Ｌ２ ２
発達支援の心理学 L1・S1 ３
教育と保育の原理 Ｌ２ ３
乳児保育Ⅰ Ｌ２ ２
乳児保育Ⅱ Ｓ１ ２
子どもの生活と環境 Ｌ２ ３
子どもの福祉 Ｌ２ ３
食と栄養 Ｓ２ ２
社会福祉 Ｌ２ ２
子育て支援 Ｓ１ ２
養護原理 Ｌ２ ２
障害児保育 Ｓ２ ２
養護内容 Ｓ２ ２
保育者論 Ｌ２ ３
幼稚園専修教育実習 L1・P2 ３
保育実習指導Ⅰ Ｓ１ ２
保育実習Ⅰ Ｐ２ ２
保育実習指導Ⅱ Ｓ１ ２
保育実習Ⅱ Ｐ２ ２
保育実習指導Ⅲ Ｓ１ ４
保育実習Ⅲ Ｐ２ ４
保育実習指導Ⅳ Ｓ１ ４
保育実習Ⅳ Ｐ２ ４
音楽表現の基礎 Ｐ１ ２
造形表現の基礎 Ｐ１ ２
身体表現の基礎 Ｓ２ ２
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対象とす 単位数及び授業方法等 標準
区 分 るコース 授 業 科 目 履修 摘 要

必 修 選 択 自由 年次

専 専門科目 心理臨床 心理学概論 Ｌ２ ２ 20単位以
門 コース 心理学研究法 Ｌ２ ２ 上を修得す
科 臨床心理学概論 Ｌ２ ２ ること。
目 教育心理学概論（教育・学校心理学） Ｌ２ ２

心理学統計法 Ｌ２ ２
認知心理学（知覚・認知心理学） Ｌ２ ２
発達心理学 Ｌ２ ２
心理学的支援法 Ｌ２ ４
健康・医療心理学 Ｌ２ ４
福祉心理学 Ｌ２ ３
司法・犯罪心理学 Ｌ２ ３
産業・組織心理学 Ｌ２ ４
人体の構造と機能及び疾病 Ｌ２ ３
精神医学入門（精神疾患とその治療） Ｌ２ ３
関係行政論 Ｌ２ ４
心理演習 Ｓ２ ２
心理実習 Ｐ３ ４
心理学実験 Ｐ２ ２
学習心理学（学習・言語心理学） Ｌ２ ３
公認心理師の職責 Ｌ２ ２
神経・生理心理学（学習支援） Ｌ２ ４
感情・人格心理学 Ｌ２ ２
障害者・障害児心理学（学習支援） Ｌ２ ３
学校社会心理学（社会・集団・家族 Ｌ２ ３
心理学）

教科内容 〈国語〉 専攻する
構成コー 教科内容構成「国語」 Ｌ２ ２ 領域から20
ス 国語学講読Ａ Ｌ２ ２ 単位以上を

国語学講読Ｂ Ｌ２ ２ 修得するこ
国語学演習Ａ Ｓ２ ３ と。
国語学演習Ｂ Ｓ２ ３
国文学講読Ａ Ｌ２ ３
国文学講読Ｂ Ｌ２ ２
国文学演習Ａ Ｓ２ ４
国文学演習Ｂ Ｓ２ ３
漢文学講読 Ｌ２ ３
書写書道 Ｓ２ ２
書の表現と文化 L1・S1 ３
中等国語科指導法（課程論） Ｌ２ ２
中等国語科指導法（授業論） Ｌ２ ３
中等国語科指導法（教材論） Ｌ２ ３
中等国語科指導法（書写論） L1・S1 ３

〈英語〉
教科内容構成「英語」 Ｌ２ ３
英語学概論 Ｌ２ ２
英語音声学 Ｌ２ ２
英語音響音声学 Ｌ２ ３
英語学演習 Ｓ２ ３
英語文学概論 Ｌ２ ３
英語文学演習 Ｓ２ ３
英語コミュニケーション基礎論 Ｌ２ ２
英語コミュニケーション演習（会話 Ｓ２ ２
の原理）
英語コミュニケーション演習（異文 Ｓ２ ２
化理解を通したリーディング）
英語コミュニケーション演習（ライ Ｓ２ ３
ティング）
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対象とす 単位数及び授業方法等 標準
区 分 るコース 授 業 科 目 履修 摘 要

必 修 選 択 自由 年次

専 専門科目 教科内容 比較文化 Ｌ２ ３
門 構成コー 異文化理解教育 Ｌ２ ３
科 ス 中等英語科指導法（基礎論） L1・S1 ２
目 中等英語科指導法（教授法） L1・S1 ２

中等英語科指導法（授業論） L1・S1 ３
中等英語科指導法（学習論） L1・S1 ４

〈社会〉
教科内容構成「社会」 Ｌ２ ３
日本史研究Ａ Ｌ２ ２
日本史研究Ｂ Ｌ２ ２
考古学認識論 Ｌ２ ３
日本前近代社会史認識論 Ｌ２ ３
日本近現代社会史認識論 Ｌ２ ３
地域調査法Ａ Ｓ２ ２
歴史・民俗資料演習 Ｓ２ ３
世界史研究入門 Ｌ２ ２
ユーラシア史認識論 Ｌ２ ３
ヨーロッパ史認識論 Ｌ２ ３
自然地理学概説 Ｌ２ ２
人文地理学概説 Ｌ２ ２
地理学実験 Ｐ２ ２
地域調査法Ｂ Ｓ２ ２
自然地理学 Ｌ２ ３
地理情報学 Ｌ２ ３
地理学野外実験 Ｐ２ ２
地誌学概説 Ｌ２ ２
地域環境学 Ｌ２ ３
法律学概説 Ｌ２ ２
法律学文献講読 Ｌ２ ３
政治学概説 Ｌ２ ２
経済学概説 Ｌ２ ２
社会学概説 Ｌ２ ２
社会認識手法論 Ｌ２ ３
経済学文献講読 Ｌ２ ３
社会学文献講読 Ｌ２ ３
地域調査法Ｃ Ｓ２ ２
現代社会論 Ｌ２ ３
倫理学概説 Ｌ２ ２
哲学概説 Ｌ２ ２
宗教学概説 Ｌ２ ２
倫理学文献講読 Ｌ２ ３
哲学文献講読 Ｌ２ ３
宗教学文献講読 Ｌ２ ３
宗教思想史研究 Ｌ２ ２
学校社会心理学（社会・集団・家族 Ｌ２ ３
心理学）
社会科・地理歴史科教育学基礎 Ｌ２ ２
社会科・公民科教育学基礎 Ｌ２ ２
社会科・地理歴史科指導法 Ｌ２ ３
社会科・公民科指導法 Ｌ２ ３
法教育指導法 Ｌ２ ２

〈数学〉
教科内容構成「算数・数学」 Ｌ２ ３
基礎線形代数学 Ｌ２ ２
線形代数学 Ｌ２ ２
代数学概論 Ｌ２ ３
数学基礎 Ｌ２ ２
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対象とす 単位数及び授業方法等 標準
区 分 るコース 授 業 科 目 履修 摘 要

必 修 選 択 自由 年次

専 専門科目 教科内容 幾何学基礎 Ｌ２ ２
門 構成コー 幾何学概論 Ｌ２ ２
科 ス 基礎微分積分学 Ｌ２ ２
目 微分積分学 Ｌ２ ２

解析学概論 Ｌ２ ３
確率論・統計学 Ｌ２ ３
計算機数学演習 （２） Ｓ２ ３
数学ソフトウェア演習 Ｓ２ ３
数学科指導法 Ｌ２ ３
数学教材開発論 L1・S1 ２
数学学習過程論 L1・S1 ３
算数・数学の教材開発と授業構想 L1・S1 ２

〈理科〉
教科内容構成「理科」 Ｌ２ ３
物理学 Ｌ２ ２
物理学実験 Ｐ２ ２
化学 Ｌ２ ２
化学実験 Ｐ２ ２
生物学 Ｌ２ ２
生物学実験 Ｐ２ ２
地学 Ｌ２ ２
地学実験 Ｐ２ ２
力学 Ｌ２ ３
電磁気学 Ｌ２ ３
現代物理学 Ｌ２ ４
有機化学 Ｌ２ ３
分析化学 Ｌ２ ３
分析化学演習 Ｓ２ ４
生態学 Ｌ２ ３
植物学 Ｌ２ ３
生物学野外実習 Ｐ１ ３
地圏環境進化学 Ｌ２ ３
宇宙科学 Ｌ２ ３
中等理科指導法（基礎論） Ｌ２ ２
中等理科指導法（課程論） Ｌ２ ３
中等理科指導法（方法論） Ｌ２ ２
中等理科指導法（教材論） Ｌ２ ３

〈音楽〉
教科内容構成「音楽」 Ｌ２ ３
ソルフェージュⅠ Ｓ２ ２
ソルフェージュⅡＡ Ｓ１ ３
ソルフェージュⅡＢ Ｓ１ ３
独唱Ⅰ Ｓ２ ２
独唱Ⅱ Ｓ２ ２
日本音楽Ｂ（日本の伝統的な歌唱を Ｓ２ ３
含む。）
合唱Ⅰ Ｓ１ ２
合唱Ⅱ Ｓ１ ３
合唱Ⅲ Ｓ１ ４
器楽基礎（管楽器） Ｓ２ ２
ピアノ独奏Ⅰ（伴奏法を含む。） Ｓ２ ２
ピアノ独奏Ⅱ Ｓ２ ２
ピアノ独奏Ⅲ Ｓ２ ２
合奏Ⅰ Ｓ２ ３
合奏Ⅱ Ｓ２ ３
日本音楽ＡⅠ Ｓ２ ２
日本音楽ＡⅡ Ｓ２ ３
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対象とす 単位数及び授業方法等 標準
区 分 るコース 授 業 科 目 履修 摘 要

必 修 選 択 自由 年次

専 専門科目 教科内容 指揮法 Ｓ２ ３
門 構成コー 作曲基礎 Ｓ２ ２
科 ス 作曲法ⅠＡ Ｓ１ ２
目 作曲法ⅠＢ Ｓ１ ２

作曲法ⅡＡ Ｓ１ ３
作曲法ⅡＢ Ｓ１ ３
音楽史Ⅰ Ｌ２ ２
音楽史Ⅱ Ｌ２ ２
音楽劇創作Ⅰ Ｓ２ ３
音楽劇創作Ⅱ Ｓ２ ４
音楽研究入門 Ｓ２ ２
民族音楽学 Ｌ２ ３
中等音楽科指導法（本質論） Ｓ２ ２
中等音楽科指導法（授業論） Ｓ２ ３
中等音楽科指導法（学習課程論） Ｓ２ ３
中等音楽科指導法（実践応用論） Ｓ２ ４

〈美術〉
教科内容構成「図画工作・美術」 Ｌ２ ３
造形基礎Ａ Ｓ１ ２
伝統絵画表現と鑑賞 Ｓ２ ２
油彩画表現 Ｓ２ ３
日本画表現 Ｓ２ ３
人物画実習 Ｐ１ ３
造形基礎Ｂ Ｓ１ ２
彫刻表現Ⅰ Ｓ２ ２
彫刻表現Ⅱ Ｐ２ ３
身体表現モデル実習 Ｐ１ ３
造形基礎Ｃ Ｓ１ ２
造形表示Ａ Ｓ１ ２
造形表示Ｂ Ｓ１ ２
デザインワークⅠ Ｓ２ ２
デザインワークⅡ Ｐ２ ３
現代デザイン論 Ｌ２ ３
デザイン表現技法 Ｓ２ ３
造形基礎Ｄ Ｓ１ ２
総合造形表現 Ｓ２ ２
工芸表現（木工） Ｓ２ ３
工芸表現（陶芸） Ｓ２ ３
現代工芸論 Ｌ２ ２
工芸特講 Ｌ２ ３
素材と焼成 Ｓ２ ３
美術史論 Ｌ２ ２
美術史演習・美術史実地研究 Ｓ２ ３
美術科指導法（基礎論） Ｌ２ ２
美術科指導法（課程論） Ｌ２ ２
美術科指導法（方法論） Ｓ２ ３
美術科・工芸科指導法（教材論） Ｓ２ ３
工芸科指導法（基礎論） Ｓ２ ３

〈保健体育〉
教科内容構成「体育・保健体育」 Ｌ２ ３
体操・器械運動 Ｐ１ ２
陸上競技 Ｐ１ ３
水泳 Ｐ１ ２
球技 Ｐ１ ４
ダンス Ｐ１ ２
武道 Ｐ１ ４
野外運動（スノースポーツ） Ｐ１ ２
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対象とす 単位数及び授業方法等 標準
区 分 るコース 授 業 科 目 履修 摘 要

必 修 選 択 自由 年次

専 専門科目 教科内容 運動学（運動方法学を含む。） Ｌ２ ２
門 構成コー 体育心理学 Ｌ２ ３
科 ス 解剖生理学 Ｌ２ ２
目 運動生理学 Ｌ２ ２

衛生学・公衆衛生学 Ｌ２ ２
学校保健（精神保健，学校安全及び Ｌ２ ２
救急処置を含む。）
小児保健 Ｌ２ ２
学校安全管理と保健室 Ｌ２ ２
中等保健体育科指導法（課程論） Ｌ２ ３
中等保健体育科指導法（教材論） Ｌ２ ３
中等保健体育科指導法（授業論） Ｌ２ ３
中等保健体育科指導法（学習論） Ｌ２ ３
〈保健〉
解剖生理学 Ｌ２ ２
運動生理学 Ｌ２ ３
人体の構造と機能及び疾病 Ｌ２ ３
食と栄養 Ｓ２ ２
食と生理機能・食の安全 Ｌ２ ２
衛生学・公衆衛生学 Ｌ２ ２
健康の科学 Ｌ２ ２
学校保健（精神保健，学校安全及び Ｌ２ ２
救急処置を含む。）
小児保健 Ｌ２ ２
学校安全管理と保健室 Ｌ２ ２
精神医学入門（精神疾患とその治療） Ｌ２ ３
中等保健科指導法（基礎論） Ｌ２ ３
中等保健科指導法（基礎教材論） Ｌ２ ３
中等保健科指導法（教材開発論） Ｌ２ ３
中等保健科指導法（学習論） Ｌ２ ３

〈技術〉 20単位以
教科内容構成「技術」 Ｌ２ ３ 上を修得す
製図法 Ｌ２ ２ ること。
木材手工具加工法 Ｓ２ ２ ただし，
木材機械加工法 Ｓ２ ２ ◎印４科目
金属加工法 ◎Ｓ２ ３ のうち４単
機械工学概論 Ｌ２ ２ 位以上を修
機械工学実習 ◎Ｐ１ ３ 得 す る こ
電気工学概論 Ｌ２ ２ と。
電気工学実験実習 ◎Ｐ１ ３
基礎電子回路 Ｌ２ ３
栽培法 Ｓ２ ２
コンピュータサイエンス基礎 Ｓ２ ２
プログラミング演習 Ｓ２ ３
コンピュータサイエンス ◎Ｌ２ ３
情報メディア演習 Ｓ２ ４
中等技術科指導法（基礎論） Ｌ２ ２
中等技術科指導法（課程論） Ｌ２ ３
中等技術科指導法（方法論） Ｌ２ ４
中等技術科指導法（教材論） Ｌ２ ２
実践セミナー「技術」 Ｓ２ ３

〈家庭〉 20単位以
教科内容構成「家庭」 Ｌ２ ３ 上を修得す
人と生活 Ｌ２ ２ ること。
家族関係学Ⅰ Ｌ１ ２
家族関係学Ⅱ Ｌ１ ３
生活経営学Ⅰ（家庭経済学を含む。） Ｌ１ ２
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対象とす 単位数及び授業方法等 標準
区 分 るコース 授 業 科 目 履修 摘 要

必 修 選 択 自由 年次

専 専門科目 教科内容 生活経営学Ⅱ Ｓ１ ３
門 構成コー 被服製作の理論と実習 L1・P1 ２
科 ス 被服学 Ｌ２ ２
目 衣生活論 Ｌ１ ３

被服学実験 Ｐ１ ３
調理の理論と実習 L1・P1 ２
食物学Ⅰ Ｌ２ ２
食物学Ⅱ Ｌ２ ２
食物学実験 Ｐ２ ３
住居学（製図を含む。） L1・S1 ２
保育学 Ｌ２ ２
保育学実習 Ｐ１ ２
家庭看護学 Ｓ１ ２
家族研究法 Ｓ２ ２
家庭電気・機械・情報 Ｓ２ ３
中等家庭科指導法（課程論） L1・S1 ２
中等家庭科指導法（教材論） L1・S1 ２
中等家庭科指導法（指導論） L1・S1 ３
中等家庭科指導法（授業論） L1・S1 ３

全コース 〈自由科目〉
学校経営と学校図書館 Ｌ２ ３
学校図書館メディアの構成 Ｌ２ ３
学習指導と学校図書館 Ｌ２ ３
読書と豊かな人間性 Ｌ２ ３
情報メディアの活用 Ｌ２ ３
日本語・日本文化研究セミナーＡ Ｓ２ １
日本語・日本文化研究セミナーＢ Ｓ２ １

専門セミナー 学校教育 学校教育実践セミナーⅠ Ｓ４ ３
実践コー 学校教育実践セミナーⅡ Ｓ４ ４
ス

先端教科 小学校英語セミナーⅠ Ｓ４ ３ ８単位を
・領域学 小学校英語セミナーⅡ Ｓ４ ４ 修得するこ
習コース プログラミング教育セミナーⅠ Ｓ４ ３ と。

プログラミング教育セミナーⅡ Ｓ４ ４
教科横断セミナーⅠ Ｓ４ ３
教科横断セミナーⅡ Ｓ４ ４
学習支援セミナーⅠ Ｓ４ ３
学習支援セミナーⅡ Ｓ４ ４

現代教育 〈学習臨床・授業研究〉 専攻する
課題コー 学習臨床・授業研究セミナーⅠ Ｓ４ ３ 領域から８
ス 学習臨床・授業研究セミナーⅡ Ｓ４ ４ 単位を修得

すること。
〈発達と教育連携〉
学校心理学セミナーⅠ Ｓ４ ３
学校心理学セミナーⅡ Ｓ４ ４
教育連携セミナーⅠ Ｓ４ ３
教育連携セミナーⅡ Ｓ４ ４

〈道徳・生徒指導〉
道徳・生徒指導総合セミナーⅠ Ｓ４ ３
道徳・生徒指導総合セミナーⅡ Ｓ４ ４

幼年教育 子どもの発達理解セミナーⅠ Ｓ４ ３ ８単位を
コース 子どもの発達理解セミナーⅡ Ｓ４ ４ 修得するこ

保育内容セミナーⅠ Ｓ４ ３ と。
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対象とす 単位数及び授業方法等 標準
区 分 るコース 授 業 科 目 履修 摘 要

必 修 選 択 自由 年次

専 専門セミナー 幼年教育 保育内容セミナーⅡ Ｓ４ ４
門 コース 子どもの表現セミナーⅠ Ｓ４ ３
科 子どもの表現セミナーⅡ Ｓ４ ４
目 幼年教育セミナーⅠ Ｓ４ ３

幼年教育セミナーⅡ Ｓ４ ４
児童福祉セミナーⅠ Ｓ４ ３
児童福祉セミナーⅡ Ｓ４ ４

心理臨床 心理臨床セミナーⅠ Ｓ４ ３
コース 心理臨床セミナーⅡ Ｓ４ ４

教科内容 〈国語〉 専攻する
構成コー 国語基礎セミナー Ｓ４ ３ 領域から８
ス 国語学応用セミナー Ｓ４ ４ 単位を修得

国文学応用セミナー Ｓ４ ４ すること。
国語科教育応用セミナー Ｓ４ ４
国語科（書写）教育応用セミナー Ｓ４ ４

〈英語〉
英語学基礎セミナー Ｓ４ ３
英語学応用セミナー Ｓ４ ４
英米文学基礎セミナー Ｓ４ ３
英米文学応用セミナー Ｓ４ ４
小学校英語教育基礎セミナー Ｓ４ ３
小学校英語教育応用セミナー Ｓ４ ４
異文化コミュニケーション基礎セミ Ｓ４ ３
ナー
異文化コミュニケーション応用セミ Ｓ４ ４
ナー
英語教育基礎セミナー Ｓ４ ３
英語教育応用セミナー Ｓ４ ４

〈社会〉
日本史専門セミナーⅠ Ｓ４ ３
日本史専門セミナーⅡ Ｓ４ ４
世界史専門セミナーⅠ Ｓ４ ３
世界史専門セミナーⅡ Ｓ４ ４
地理学専門セミナーⅠ Ｓ４ ３
地理学専門セミナーⅡ Ｓ４ ４
倫理学領域専門セミナーⅠ Ｓ４ ３
倫理学領域専門セミナーⅡ Ｓ４ ４
宗教学領域専門セミナーⅠ Ｓ４ ３
宗教学領域専門セミナーⅡ Ｓ４ ４
法律学領域専門セミナーⅠ Ｓ４ ３
法律学領域専門セミナーⅡ Ｓ４ ４
経済学領域専門セミナーⅠ Ｓ４ ３
経済学領域専門セミナーⅡ Ｓ４ ４
社会学領域専門セミナーⅠ Ｓ４ ３
社会学領域専門セミナーⅡ Ｓ４ ４
社会科教育専門セミナーⅠ Ｓ４ ３
社会科教育専門セミナーⅡ Ｓ４ ４

〈数学〉
代数学セミナーⅠ Ｓ４ ３
代数学セミナーⅡ Ｓ４ ４
幾何学セミナーⅠ Ｓ４ ３
幾何学セミナーⅡ Ｓ４ ４
解析学セミナーⅠ Ｓ４ ３
解析学セミナーⅡ Ｓ４ ４
数学教育学セミナーⅠ Ｓ４ ３
数学教育学セミナーⅡ Ｓ４ ４
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対象とす 単位数及び授業方法等 標準
区 分 るコース 授 業 科 目 履修 摘 要

必 修 選 択 自由 年次

専 専門セミナー 教科内容 〈理科〉
門 構成コー 物理学セミナーⅠ Ｓ４ ３
科 ス 物理学セミナーⅡ Ｓ４ ４
目 化学セミナーⅠ Ｓ４ ３

化学セミナーⅡ Ｓ４ ４
生物学セミナーⅠ Ｓ４ ３
生物学セミナーⅡ Ｓ４ ４
地学セミナーⅠ Ｓ４ ３
地学セミナーⅡ Ｓ４ ４
理科教育学セミナーⅠ Ｓ４ ３
理科教育学セミナーⅡ Ｓ４ ４

〈音楽〉
歌唱表現法セミナーⅠ Ｓ４ ３
歌唱表現法セミナーⅡ Ｓ４ ４
器楽セミナーⅠ Ｓ４ ３
器楽セミナーⅡ Ｓ４ ４
音楽学セミナーⅠ Ｓ４ ３
音楽学セミナーⅡ Ｓ４ ４
作曲セミナーⅠ Ｓ４ ３
作曲セミナーⅡ Ｓ４ ４
音楽教育セミナーⅠ Ｓ４ ３
音楽教育セミナーⅡ Ｓ４ ４

〈美術〉
絵画表現セミナーⅠ Ｓ４ ３
絵画表現セミナーⅡ Ｓ４ ４
彫刻表現セミナーⅠ Ｓ４ ３
彫刻表現セミナーⅡ Ｓ４ ４
デザイン表現セミナーⅠ Ｓ４ ３
デザイン表現セミナーⅡ Ｓ４ ４
工芸表現セミナーⅠ Ｓ４ ３
工芸表現セミナーⅡ Ｓ４ ４
美術理論・美術史セミナーⅠ Ｓ４ ３
美術理論・美術史セミナーⅡ Ｓ４ ４
美術科教育セミナーⅠ Ｓ４ ３
美術科教育セミナーⅡ Ｓ４ ４

〈保健体育〉
運動学セミナーⅠ Ｓ４ ３
運動学セミナーⅡ Ｓ４ ４
体育学セミナーⅠ Ｓ４ ３
体育学セミナーⅡ Ｓ４ ４
体育心理学セミナーⅠ Ｓ４ ３
体育心理学セミナーⅡ Ｓ４ ４
バイオメカニクスセミナーⅠ Ｓ４ ３
バイオメカニクスセミナーⅡ Ｓ４ ４
運動生理学セミナーⅠ Ｓ４ ３
運動生理学セミナーⅡ Ｓ４ ４
学校保健セミナーⅠ Ｓ４ ３
学校保健セミナーⅡ Ｓ４ ４
保健体育科教育セミナーⅠ Ｓ４ ３
保健体育科教育セミナーⅡ Ｓ４ ４

〈保健〉
運動生理学セミナーⅠ Ｓ４ ３
運動生理学セミナーⅡ Ｓ４ ４
食と健康セミナーⅠ Ｓ４ ３
食と健康セミナーⅡ Ｓ４ ４
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対象とす 単位数及び授業方法等 標準
区 分 るコース 授 業 科 目 履修 摘 要

必 修 選 択 自由 年次

専 専門セミナー 教科内容 学校保健セミナーⅠ Ｓ４ ３
門 構成コー 学校保健セミナーⅡ Ｓ４ ４
科 ス
目 〈技術〉

金属加工セミナーⅠ Ｓ４ ３
金属加工セミナーⅡ Ｓ４ ４
メカトロニクスセミナーⅠ Ｓ４ ３
メカトロニクスセミナーⅡ Ｓ４ ４
基礎電気理論セミナーⅠ Ｓ４ ３
基礎電気理論セミナーⅡ Ｓ４ ４
情報科学セミナーⅠ Ｓ４ ３
情報科学セミナーⅡ Ｓ４ ４
技術科教育セミナーⅠ Ｓ４ ３
技術科教育セミナーⅡ Ｓ４ ４
技術科教育・木材加工セミナーⅠ Ｓ４ ３
技術科教育・木材加工セミナーⅡ Ｓ４ ４

〈家庭〉
家庭経営学セミナーⅠ Ｓ４ ３
家庭経営学セミナーⅡ Ｓ４ ４
被服学セミナーⅠ Ｓ４ ３
被服学セミナーⅡ Ｓ４ ４
食物学セミナーⅠ Ｓ４ ３
食物学セミナーⅡ Ｓ４ ４
保育学セミナーⅠ Ｓ４ ３
保育学セミナーⅡ Ｓ４ ４
家庭科教育学セミナーⅠ Ｓ４ ３
家庭科教育学セミナーⅡ Ｓ４ ４

卒業研究 全コース 卒業研究 Ｓ４ ４

備考 単位数及び授業方法等の欄中「Ｌ」は講義，「Ｓ」は演習，「Ｐ」は実験，実習及び実技をそれぞれ示す。


